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異文化理解を深化させるための一考察

吉留文男

A Study on Deepening Cross… Cultural Understanding through

Teaching Materials

Fumio YOSIDOME

Abstract

lt is difflcult to deflne the concept of'cullurei because it has many different cOmponents.  Ideas are hard to

explain, and perspectives are difflcult to relate to.  There are many meanings inherent in the word culture.

Therefore,we need to claritt the deflnition of culture in cross―cultural education,especially English education.

Othenvise,there is a possibiliサ that We may risk hterpreting di∬ ёrent cultures inappropHately and inconsistently.

This paper is an attempt to defme the concept of culture, considering the role of cross― cultural education in

English education.  I win suggest ways to decpen the understanding of cross‐ cultural mateHals by refernng to

language and culture.  Section 2 illustrates the role of English language education in facilitating cross― cultural

understanding.  Section 3 refers to the dermition of culture in cross― cultural understanding.  Section 4 illustrates the

way in which we recognize and analyze cross¨ cultural materials prior to using them ■l the classroom.  Section 5 is

an analysis of the materials for cross― cultlral understanding.

Key、vords: language,culture,language teaching,cross― culture

1.はじめに

日本における外国語 (英語)学習では異文化理解

を自明のこととして扱っているが明確な定義は示

されているとは言い難い。今回の高等学校学習指

導要領 (文部省 1999)で 「国際理解を深める」 と

い う項目は削除され、「言語や文化に理解を深め」

とい う文言に変わったが、本質的にはその趣旨は

なん ら変化 しているとは考えられない。注 目すべ

き重要な点は 「自分の考えや意見を持つこと」 と

い うよう目標が加わつたことである。 日本の英語

教育特有な問題をも掲げている′点である。 (新里、

1999)外国語で自分の考えや意見を相手に伝える

ことは自己文化に対する意識的高揚を促す教育の

実践の要求と同時に異文化に対する自文化を客観

的に認識する分析能力やその相違を相手に説明で

きる言語運用能力 (実践的コミュニケーション能

力)を育成することが求められているのが今 日の

現状である。

しか し、異文化の教材を扱 う際の留意のひ とつは
「文化」 とい う問題であろ う。「文化」 とい う概

念は容易には説明 し難 く多様な意味をもつている

ために、その文化 とい う概念を明確にする必要が

ある。なぜなら外国語教育で異文化理解を深める

上で不適切な、偏った解釈に陥つてしま う危険性

があるか らだ。 この論文では 「文化」の定義を試

み、次に英語教育における異文化理解の役割、異

文化理解 と英語教育 との関 りを言及 し、最後に実

際の教材を語彙、文化的概念の観点か ら異文化理

解を深化 させていく具体的方法を提示 していきた

い。

2英話教育としての文化理解

英語科 としての異文化理解をどのように教材を

用いて展開 していくかは外国語教育では当然のこ

とと考えられているが、明確に英語教育としての

異文化理解が定義 されていないことが多い。 ここ

で述べる言語教育 とは外国語 としての英語教育を

意味する。言語を教材 として取 り扱 う場合「文化」

と「言語」の関係を蔑ろにした り、切 り離 して考

えることはできない。新学習指導要領の目標に記

載 されているように、「外国語を通 じて、言語や

文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケー

シ ョンを図ろ うとす る態度の育成を図る」 (文部

省 1999)こ とは英語教育の 目的 としては適切であ

ろう。

英語 とい う言語を用いて英語教材を学習するこ

と、つま り言語や文化の理解は異文化理解のこと
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にほかならない。 したがって異文化理解 とい う問

題を体系的に把握 し、教授する側に共通の概念を

確立することが今後の異文化理解教育をすすめる

上で重要なことでもある。「英語そのものについ

ての知識や教授技術だけではどうしても解決のつ

かないあるものが欠けている」 と楳垣 (1961)は 述
べているように、言語教育において語句や文法項

目の記憶に終始する傾向がある。もちろんそのよ

うな学習も必要であ り、否定 しているのではない

が、他方において欠落 している文化的視点も見逃

してはいけない。「言語」に関 しては語学教育か

ら、「文化」に関 しては社会科学 とい う三分法的

発想では本来の言語教育は うまく機能はしない。

英語教育における「言語」や 「文化」を理解 させ

る活動は包括的であり、それぞれを切 り離 して考

えることは不可能であろう。

3 異文化理解とは何か

異文化理解は自国文化 と非 自国文化の認識か ら

始ま り、自国文化を対象化 し客観的な観点から認

識 しようとする過程である。このために自国文化

と非 自国文化の持つ共通の概念である 「文化」 と

い う概念を規定 してお くことが不可欠である。例

えば、我々がよく「日本文化」 とか 「中国文化」

とい う時に、「文化」 とい う概念は双方の国に存

在 し、それぞれの 「文化」には優劣を評価するよ

うな価値判断は含まれていないのが一般的である。
つま り、この意味の 「文化」 とい う概念は一般的

にある特定の集団のメンバーによつて後天的、歴

史的に形成 され共有され る生活様式の総体系と定

義することができるであろう。 この定義か ら考え

ると英語を使用する英語圏においてもその集団の

メンバーによる生活様式は国々によつて異な り、

違つた文化を形成 しているために、それぞれの言

語を同一視する事はできない。例えば英国人、米

国人、カナダ人は英語 とい う言語を母語 として使

つてはいるがそれぞれの英語には文化的な違いが

あ り、同質のものとして考えることはできない。

次に 「文化」とい う問題に関して古田(1998)は 三

つの特性を上げている。異なる文化を形成 してい

る集団は特有の文化から成 り立ているが、世界中

に存在する多様な文化は共通の概念 としての特性

や機能をもつている。まず、文化はある集団にお

いて学習 され、後世に伝承 され、未来へと受け継

がれるとい う学習性、伝承性、永続性 とい う特性

である。第二に社会における価値や行為の基準 と

なるものを示 し、もし人がこの規範を逸脱すると

社会的に何 らかの罰を受けることもあるとい う規

範 とい う特性である。そ して第二に私たちは身の

まわ りのことを他のメンバーとあま り違わないや

り方で物事をカテゴリ化 した り、意味づけした り

する意味付与性 とい う特性である。意味付与性は

社会の中で平和に生活するための方法であ り、自

国文化の中においては無意識に身につけていくも

のであると言われている。文化を考える上での上

述の二つの特性が異文化を考察する場合の重要な

概念であ り、言い換えるなら「ある特定の集団の

一員によつて後天的、歴史的に形成 され共有 され

る生活様式のすべての体系の構成要素」と言える。

また、文化の価値前提 とい う考え方も異文化理

解では非常に重要である。文化相対主義と同様に、

文化は文化の違いに意味があ り、それぞれの文化

に価値が存在するとい う考え方である。 自国文化

に私たちが価値を置 くように、他国の人は彼 らの

文化に価値を置 く。そこには文化の違いは存在す

るが、それぞれの文化の価値的な優劣は含まれな

い。偏見を持たずに多様な文化の存在を認識 し、

その価値を認め、その上に相互の文化的価値を評

価 してい くことが文化の価値前提 とい う考え方で

ある。異文化の価値を知るとい う行為は従つて言

語だけではなく、文化、歴史、思想へ と拡大をし

てい くことになる。例 えば、「転がる石には苔が

つかない。」 と言 う諺は英国 と米国ではその諺の

意味は異な り、誤解を生むこともある。それぞれ

の国の文化的背景がこの表現を用いる場合に大き

く影響 し、この諺の使用がそれぞれの国によつて

異なる場面で用いられ るのである。従つて、言語

表現は同一であるが、言語化 されていない文化を

知るとい う行為が誤解のないコミュニケーション

を円滑にすすめることにつながる。異文化 コミュ

ニケーションについて、本名信行 (1995)は 「相手

のパターンに同化することではない、自分のパタ

ーンを押 しつけることでもない、相手の行動をそ

の文化的背景で理解すると同時に相手に対 して自

分の行為を合理的に説明する営み」 と異文化 コミ

ュニケーションの定義をしてお り、この見解は実

践的コミュニケーションを実施する上で的を得た

示唆に富むものである

4 異文化教材の分類

異文化理解のための文化の概念、特性、価値に

ついて述べてきた。ここでは英語教育における「文

化」を取 り上げた言語材料がどのような基準で扱

われ、テキス トに反映 されているかを分析 してお

く必要がある。分析することにより、的確な例を

挙げることで比較検討を可能にし、自文化 と他文

化の類似性や異質性を詳細に考察 していくことが

より容易にな り、学習者にも適切な文化的背景を



根拠 とした教材提示が可能になる。 しかし、異文

化をあるレベルで分類分析することはパターン化

やステ レオタイプに陥る危険性があ り、安易な類

型化には注意 しなければならない。 この点に留意

し、ここではまず3種類のカテゴリ (古 田、1998)

を考える。第一に内面的な文化 として形 として表

せない側面をもつ レベルである。文化は沈黙の言

語 と言われるように、言語 と表裏一体の関係にあ

り価値体系に相当する。発話内容や行動を決定す

る思考様式や実際の行動の価値観などである。二

番 目は行動的な文化 として形 として表れる側面を

もつ レベルである。周辺言語の特徴に文化が影響

する場合であ り、挨拶身振 りやジェスチア、アイ
コンタク トなどの行動的文化の特徴である。第二

は、情報文化、芸術などの形 としてある側面をも

つ レベルである。 このようなものは共同体の中に

文化的なものとして伝承 されているものと考えら

れ、異文化の教育における異文化教材の分類化は

マクロのフレームを形成 し、異文化理解のひとつ

の観点を示 してくれる。次に、実際のテキス トを

例に挙げ、分析を試みる。

5教材分析

分析においては 3種類のカテゴリの第 1の内面

的文化 としての語彙、背景文化について関連諸科

学の知識に基づいて考察をする。

5-1 栖彙に関する問題

教科書 (松村、1998)の対話で取 り上げられてい

る交通信号の青 と緑に関する語彙の選択に関する

話題で次のようなKayoと Rickの 対話の一部である。

Introduction

Kayo:Lers crOss the strect. Irs blue now.

Rick:Bluc?Do you caH that color blue?

Itis green,isn't it?

Kayo: Some Japanese words cannot always

be translatcd into English directly.

(松村 、 1998:39)

テ キス トで は 「日本語 の なか には英語 に直訳 で

きない ものが あ る」 とい う発言 で終 わ つてい る。

しか し、問題 はなぜ 青 を緑 と して 日本 人 は見 な し

てい るのかがまつた く説明 され ていない点であ る。

素朴 な疑 間はなぜ緑色 を青 とい う言葉 で表 現 しな

けらばならないのかとい うことである。このよう

な疑間に答え、言葉の理解を深めるために日本語

の色に関する言葉の変遷を知ることも必要である。
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元来 「緑」は山野の草木の色であ り、若芽の色で

もある。「青々とした草」 とい う表現はあつても
「緑緑 した草」 とは表現 されてこなかつた。「赤

い」「青い」「黄色い」 とは言つても「緑い」 とは

言えない。 日本人は 「青信号」とは言っても 「緑

信号」 とは言わない言語の文化を持つている民族

なのである。「緑」は比較的新 しい色 といわれ、

我が国では昔から習慣的に「緑」の代わ りに「青」

とい う語彙が用いられてきたことに起因している。

このことはBo L.ウ ォーフ (1993)が イヌイットにお

ける雪に関する研究で指摘 したように、イヌイ ッ

ト以外の人々の場合は、降つている雪、積 もつた

雪、どれ もおな じ'snOw'を 場面に関係なく用いる

が、イヌイ ッ トたちか ら見れば、'Snow'と い う言

葉ひとつでは到底彼 らの抱 く雪を表現できるもの

ではなく、従つて我々の用いている℃now'と い う

語彙の範疇は彼 らにとつては広すぎるのである。

イヌイッ トにはこのような包括的な意味の語は存

在 しないと述べている。以上の二つの例は現象 と

して存在 しているものを表現する言語体系を全て

の人々が共有 していないことを示 している。 この

ような言語観は言語相対理論における'irm ver‐

sioniと い う言語間における効果的かつ完壁な翻訳

は不可能 とい う立場にたつ ものであり、文化人類

的な研究のフィール ドワークからの知見も異文化

理解の助けに有効に機能 していることを示 してい

る。

5-2 直示体系の話彙

次の文はテキス トのパー ト1で扱われた問題

である。

When a mother calls to her son,"Lunch is ready,

Jim,"he will answer hm his room,"rm cOmmg!"

Here imm,"■ 。t"Kuru,"is the translation of"come."‐ …

From these exalnples we can see that even 'simple'

words calmot always be tanslated so easily.

(松村、1998:40)

テキス トでは簡単な言葉 さえ必ず しも容易には

訳せない例だ と述べ られている。 しか し、ここで

説明 しなければならないことは日英の語彙に関す

る背景の違いであろ う。問題は日本語 'ktlru'が 英

語℃ome'と 一対一の対応 してお らず、語彙 レベル

における意味のずれがコミュニケーションで誤解

を生 じさせている例である。安易な日本語か ら英

語への置き換えはコミュニケーションの円滑な活

動に障害を与える危険性を含んでいる語彙選択の

問題 である。 この問題 を深めるために、 'gdと
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℃ome'の 関係 を示 した次の対話 を提示 し考 えてみ

る。

A:Why have you been so long?  Be quick

about it,or llll go without you.

(何 を ぐず ぐず してい るんだ。 はや くしな

い と、先に行 つちゃ うよ)

B:I:III coIIling in a lninute.

(い ま行 きます。)

(牧 、 1984:131)

Aと Bのや りとりで話者が中心点 として想定 さ

れてい るのは、話 し手、聞き手がいま存在 してい

る ところを前提 に して言葉 を使用 している点であ

る。 この℃ome'の もつ意味合 いは話題 の中心へ近

づ く、移動 を示す ことを合意 している。すなわち、

話者 が話者 の位置 に近づ くことではな く、聞き手

の位置 に移動す ることを意味 してい る。 この よ う

に問題 は場所 の直示体 系 に関 わ る もので あ り、

℃Omelの 意義素 は 「談話者 の当事者 (話 し手、間

き手)の縄 張 りの中に入 る」 (安藤 、1990)こ とを

合意 してい る。 食事 の準備 がで きて 「い らつ し

ゃい」 と呼ばれているのに “I'm goingTと 言つて

は話者 の中心か ら遠 の くことを意味 し、不 自然 な

会話 となる。 日本語の 「行 く」 とい う意味 を英語

では"come"や "gd'の 直示指示 を内在す る語彙の選

択 を行わなけれ ばな らない。 同様の例 は"take‖ と

"brinピ'の 関係 で も見 られ、第二言語学習者 に とつ

ては紛 らわ しい語である。

5-3 背景文化に関する問題

パー ト2は発話内容や行動 を決定す る文化的な

問題 に関連 した例である。

It's common for 」apanese speakers to say,

"Ganbattel" in this situation.  Dictionaries

sometiIIles have l'Try yollr bestl"for"Gambatte."

Instead,it is more common to say simply. "Good

luck!"or perhaps,"Don't work too hard"  If you

say llA test? Well, please try your best" to

English speaking friend, your English will be

grammatically correct.But somehow it will

sound unnatural.

(松村、1998:41)

上記で扱われている"Gambatte"と い う発話はそ

れぞれの文化の影響 を受 け表層 に表れ る例 として

考 え られ る。それぞれの文化 はそれぞれの価値観

を内在 してい るために、共有の価値観や規範 を背

景に持つている。「がんばつて」 と頻繁に発話を

す る文化的背景には、「ま じめ、努力、忍耐、根

性」 とい う価値規範がその文化の深層にあると言

われる。 このような傾向を緊張志向と特徴づけ、

一方、「ジ ョーク、エンジ ョイ、ゆとり」な どの

言葉で表せ るような価値観を持つ社会を弛緩志向

と松本 (1995)は 述べている。 このような価値観が

行動や言動に影響を与え、発話 された言語表現や

語彙の選択に具体的に表れる。次の図 1に従つて

考えてみると、大切な試験を受ける人を励まそ う

とい う状況が存在すると仮定する。発話者は日本

人でも米国人でも誰でも構わない。 この状況を文

化非依存 (文化的影響を全 く受けていない状況 )

と想定する。次に、ある集団の共有する価値観や

規範をもつた人が試験を受ける人を励まそ うと発

話するときに、その発話、振 る舞いに文化依存 と

してのフィルターが影響を及ぼすことになる。結

局、ある集団の価値や規範に属する人が励まそ う

とい う意図の言語表現に影響を及ぼ し、結果 とし

てその集団のフィルターを通 した発話 とになる。

したがつて、 日本の文化依存の影響下では"Try

your besu"の 発話が通常となり、英語の文化依存

の環境では"Good luck!"や "Take it easy!"と い う発

話 となって表現される。つま り、相手の行動をそ

の文化的背景で理解することはこのようなフィル

ターが何かを知ることであり、言語の背景に存在

している社会的スキマーを理解する必要がある。

図 1

深層 :意 図・状況 1  文化非依存

〔ミ堂釜芳繰素

る価値観
→

|

表層 :発 話・振 る舞い 文化依存

(松本 1995:Hよ り引用)

5-4 文化人類学的な視点
パー ト 3(松 村、1998:42)で は食事に招待さ

れ、行けない時の断 り方を英語では"nanks,but I

can't make it on Saturday"と 応答 しているが、日本

人は"I'm busy that day,I have other plans then"。 と 答

える傾向があると指摘 し、日本人の断 り方は外国

人には不必要な印象を与える。 このように外国語

を学ぶにあたつて、考え方の違いを身に着けるこ
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言語学的、文化人類学的知見を言語教育にも大い

に活用 し、さらに発展 させ る意義 と価値はあると

考えられる。

との重要性を述べている。 しか し、ここでもなぜ

日本人はそのような英語の断 り方をするのか、そ

の背景は説明されていない。 もう少 し文化的の特

徴を考えてみることにする。「行間をよむ」、「察

し」、「相手のことを思いやる」 とい うような行動

や態度は 日本的であ り、この文化的特徴はしばし

ば指摘 される。 日本社会での生活ではこのような

行動や態度はごく自然であ り、当た り前のことで

ある。なぜこのような行動様式を取るのかを説明

する考え方は文化 コンテキス トとい う考え方であ

る。 コンテキス トとは物理的、社会的、非言語 コ

ー ド、心理的環境 このすべての環境を意味 し、こ

のコンテキス トが内容 と形式に大きなインパク ト

を与え、言語行動に反映する。低 コンテキス トと

呼ばれる社会集団の特徴は個人の疎外、離散、明

確なメッセージを構築 して、意図を他者に押 し出

す必要性のある社会であ り、言語 コー ドを駆使す

る必要性が高い とされている。一方、高コンテキ

ス トの社会集団では人々がお互い深い人間関係で

結ばれている社会で、単純なメッセージでも深い

意味を持つ特徴がある。 (宮原、1992)従 って、日

本のように高コンテキス トと見なされる集団は断

る際に理由を表に出 し、相手に対 して察 しを期待

し、状況を察する中で解釈が行われることになる。

なぜならば、直接的な拒否、拒絶で人間関係を壊

した くないとい う心理が働 くためであろう。 こう

ように教材を文化的なレベルや文化人類学で用い

られる概念を用いて分析 し、自文化 と他文化を考

察することは理解を深めるだけでなく、言語 と文

化 との関連性についても学習者の意識を高められ

ると考えられる。

まとめ

この論文の目的は英語教育における異文化教育

の役割を考察 しながら、文化の概念を定義するこ

とであつた。そこで、言語 と文化に言及 しながら、

異文化教材の理解を深化する方法を議論 してきた。

第一に、異文化理解を促進するとき、文化を言語

教育 と融合 させるべきことを提起 し、問題点の解

明を試みた。第二に、文化的理解の欠如によつて

引き起 こされる誤解を取 り上げ、異文化理解の定

義に言及 し、言語を知ることと同様に言語の背後

にある文化の意義を強調 した。第二に、教室で教

材を使用する異文化教材の分析、認識のあり方を

提起 した。最後に、提起 した異文化理解に対する

視点で、実際の言語教材を分析 し、その考え方が

妥当であることの検証を試みた。今後、異文化理

解の問題を考える場合、言語 と文化の観点から、
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